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景山節 (教授 ･センター長併任),松林清明 (敬
授)
上野吉- (助教授),鈴木樹理 (助教授)
梢崎河則.阿部政光,釜中段朗 (技術専門職員)
前田典彦,加藤朗野,森本fr.弓,兼子明久 (技
術職員)
上野寛子 (教務補佐員),安江美雪 (技術補佐員)
竹元博幸 (非常勤研究員)
東濃鷲徳 (大学院生)
霊長類研究所は,人類進化モデル研究センターの研
究を推進する場としてリサーチ･リソース･ステ⊥ショ
ン(RRS)を計画し概算要求を続けてきたが,17年度に施
設整備費が認められた.事業予定の第2キャンパス (善
師野地区)での開発行為に対して愛知県より許可がおり一
建設工事などが開始されることとなった.RRS計画は霊
長類本来の特性を維持した多様な柾を生息環暁に近い
条件下で動物福祉に配慮して飼育し,新たな霊長類研究
の推進をおこなうものである.15年度からRRSの実証
的研究の場として第4,第5放飼場が造られ,植物鞍調
査,サルの行動･ストレス評価,採食調査,水質環flZ'調
査など多項目の研究をおこない,その成果を取り入れて
進めている.RRS計画の中ではナショナルバイオリソー
スプロジェクトの一部であるニホンザルバイオリソー
スPBR)計画に.ニホンザルの紫苑と供給をおこなうこ
とで協力している.17年でNBRのニホンザルは総数68
頭であり,6頭の繁殖が見られている.
歪長類研究所では,ニホンザルを除いたサルの有供
所外供給を全国の研究者を対象としておこなうことと
なった.その第 1回目として,コモンマ-モセット2頭
を大阪大学に供給した.特定外来生物法の改正によりア
カゲザル,カニクイザル,タイワンザルが指定動物とな
った.これにより研究所でこれまで飼育しているものに
ついて飼養許可申請が必要となり環暁省に申請中であ
る.また関連して輸入サル飼育施設指定の申請を厚労省,
E3水省におこない認められた.さらに動物の愛護及び管
理に関する法律 (勤愛法)が改正,麻薬及び向精神薬取
締法の改正によるケタミンの麻薬指定など,サル飼育に
関連した幾つかの重要な法律の改正がおこなわれ対応
が必要となった.
人事面では1974年の赴任以来,長く獣医師として
研究とサル類の健康管理をおこなってきた後藤俊二助
手が2005年6月に退職し民間企業に移ることとなった.
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